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物理科学分野ではＡ・Ｂ類１年生および F 類２年生を対象に物理実験を行っている。

この学生実験では理工学部で行うような科学的素養を高める内容のみならず、将来

教育者となるための実験の教授方法も学ぶ必要がある。そのため、背景の物理の学

習、実験データ取得および解析、結果の考察だけでなく実験器具の管理、機器の修

理、実験方法のプレゼンテーション内容の咀嚼化など幅広い内容を学ぶ必要がある。

しかしながら、従来の実験授業ではこれらの幅広い内容について学生の十分理解が

到達していなかった。そこで、昨年度はクリッカーを用いて双方向型の実験授業と

いう新しい授業形態を取り込んだ学生実験を研究開発した。今年度は、発展系とし

てチュートリアル型グループ学習 (Redish, Teaching Physics with Physics  Suite,  
Wiley,  2003)を取り入れさらなる教育効果を目指した。その結果、学生は将来現場で

の昨年度に続き効果的な実験運営方法についても学べるようになった。本学での実

験授業は、グループ型で行われるためこのようなチュートリアル型グループ学習は

特に効果が高いと考えられる。本開発研究の成果の一部については物理教育学会等

で発表されている。また、本研究成果は今後他の科目のチュートリアル型グループ

学習授業にも応用していく。次年度においては本年度行ったチュートリアル型グル

ープ学習実験授業という教育方法の開発のみならず、この教育効果の確認のため附

属高校とも連携したい。さらにそれぞれの担当が開発した個別実験については学生

実験で適宜試験的に実験授業を行う予定である。今後はこれらの効果の確認のため

に、チュートリアル型グループ学習の授業公開も行い、実験の理解度も含め、教育

効果について複数の教員で調査する。問題点については改良を行い、より完成度の

高い実験授業にする予定である。また、一部の学生を対象に追跡調査も行なってい

き、本チュートリアル型グループ学習実験授業に関してどれだけ教育効果があった

か調査も今後行う予定である。  
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